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從
つ
て
®
期
货
借
の
利
子
步
合
が
企
業
資
本
の
需
用
供 

給
に
依
^
て̂
®
ま
K
y
.
b
®
®
®
m

の
利
子
步
合
は
现
金 

の
®
給
に
依
り
て
■決

定
さ
る
、
1
の
.な
り
ビ
'爲
す
は
®. 

見
に
し
て
、
兩
潘
北

〈
に
资
金
の
需
用
供
.給
に
依
り
て
定 

ま
る
も
め
：な
り
ど
す
。
長
期
貸
付
步
合
の
變
動
が
比
較 

i

f

 

.
0 

u

反
し
？
.短
期
貸
付
の
利
子
步
合
が
往

 々

颇
:'
%
栽
激
な
る
は
資
金
の
需
用
供
給
の
程
度
が
時
，々

變 

動

す
,6
離
情
に
起
因
せ
る
現
象
な
办
と
す
。
即
ち
短
期 

に
せ
よ
長
期
に
せ
よ
、
利
子
步
合
は
略
ぼ
同
率
な
る
を 

原
則
と
す
れ
ど
も
、

(

註)

資
金
の
需
用
が
平
常
に
比
し 

ャ

激

增

又

：は

激

減

せ

ば

"
.
.
長

湖

短

期

共

に

貨

付

步

合

は
 

騰
貴
又
.は
下
落
す
可
き
も
、
其
程
度
は
短
期
貸
付
の
方 

-

長
期
®
付
よ
か
も
甚
♦た
し
。
如
何
と
.な
れ
ば
、
資
金
の 

雷
用
膨
脹
し
て
利
子
步
合
騰
貴
，の
徵
候
を
呈
し
な
ば
丨 

長
»
借
入
を
欲
せ
し
潜
は
全
く
借
入
を
延
期
す
る
か
或
，
 

は
短
期
借
入
を
龄
ん
、
刺
子
步
合
のT

m
を
#

つ
可 

'じ
-0
さ
れ
ど
、
.
®
期
間
資
金
を
要
する
漭
は
高
率
を
僻 

せ
，ず
し
て
借
入
を
行
ふ
な
ら
ん
。
娘
し
て
然
ら
ば
長
彻
•

贷
借
の
利
子
は
在
程
滕
赀
せ
ざ
る
に
飯
：期
贷
付
の
利
子 

は
暴
騰
す
る
こ
i
?>
る
可
し
次
若
b
之
に
反
し
で
資
金 

の
—
用
激
減
し
て
刺
子
割
合̂

(

低
落
‘.の

徵

を

.呈

し

な
 

ば
、
資
金
の
供
給
#
は
長
期
®
付
を
見
合
せ
短
期
贷
付 

を
訧
む
可
じ
マ.

果
し
^
然
ら
ば
、
長

響

#
削
合
左
程 

下
落
せ
ざ
る
'に
、.
短
期
貸
付
•の
割
合
の
，み
が
暴
落
す
る 

こ

と

む
る
可
し
。
是
れ
雨
：索
の
間
に
時
と
して

著
し
き 

開
き
を
生
ず
；る
所
以
な
り
と
す
。

0

此
處
に
於
て
は
假
リ
1
1危
險
1
^
1無
对
芯
か
、
又
は
總
て
0 

贷
借
の
危
險
串
が
同1

な
り
と

' 

- 

,

.
湣
做
せ
り
。
假
り
に
然
リ
と
す
る
も
、
短
期
货
付
は
姝
に
數 

日
.猶
週
5
と̂
5:
ス
ゎ
知
^
最
短
期
の
贷
付
0
$-
1
子
|1
長
期

 ̂

俅
の
利
子
ふ
リ
も
高
_
な
リ
。
如
何
と
な
れ
ば
妞
期
の
貸
对 

は
長
期
の
贷
付
ょ
り
も
比
較
的
贷
手
に
於
ズ
多
く
の
竽
歡
を 

'要
マ
れ
ば
な
リ
。
但
し
仙
處
じ
於
て
は
極
端
尨
る
長
期
と
短 

期
の
贷
称
^
の
み
を
對
照
せ
る
に
は
^
す
し
て
* I

般
的
U 

.此
兩
逝
4*
比
較
せ
し
1:
止
ま
芯
な
り
0
從
つ
ズ
竽
數
料
の
恙 

か
秕
々
偁
々
じ
見
嵇
り
れ
る
。
此
币
數料

！！

躭
咅
弋
は
前
 々

.
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號
拙
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利
子
步
合
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評
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艮

T

ム
财
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高

垣

寅

次

耶

彡

荖

P
丧

.浐
か

讯』
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‘
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:
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,

.:
'

:
大
正
茧
年
四
刀
同
文
：

^

後
.

'
行

'

,
鄉
版
ニ
茛
九
十
八
更
正
似
一
四
八
十
錢

本
迸
典
翳
#
の
一
人
佐
野
博
士
は
叨
治
三
十
六
华
中
眾
猢
に
て
0 

行
論』

か
蓊
述
發
表
せ
'ら
れ
れ
る
が
、
數
维
前
之
に
1
大
改
訂
如
加
へ

<

明
治
大
擧
I-
於
け
名
銀
行
論
の
調
本
と
し
て
同
大
學
出
版
部
ム
リ
上
梓 

せ
，知
れ
|:
.リ
？
爱
|-
'费
人
の
紉
介
せ
ん
と
欲
マ
る『

^
^
|』

!1
:
此
餾
本 

I?
對
し
て
增
耵
か
加
へ
?:
る

も
の
.な
る
が
如
し
。
講
木
は
間
じ

く
蒴
版 

_
. 
ニ

茛

〇

八

莨

な

リ

し

に

、
：

.木
窗
は
ニ
可
九
十
八
其
な
る
如
以
て
、
典
分
. 

狱
は
約
沉
割
埘
如
乜
み
な
ゾ
。
然
リ
と
離
も
> 
律
節
の
觊
合
は
兩
潴
兴 

略
同
ー
打
る
の
み
な
ら
す
、
新
我
の
木
文
は
講
木
の
木
文
如
金
部
其
隘 

.
用
ひ
れ
る
も
の
な
り
。
I

I

木
U

比
し
て
紙
類
九
十
S

滑
し
れ 

名
は
隨
處
|:
歐

米

织

漪

の

現

說

か

註

解

と

し

ズ

邮

腿

せ

る

に

因

る

.°
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.

第

十

卷
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八

九
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.

批

評

と

.
紐
ノ
介
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引
照
該
博
1
!し
：
て

豊

富

な

る
|£
|
|は
多
分
高
垣
贸
次
郎
氏
の
_

_
 

に
成
れ
る
も
の
な
ら
ん
o)

高

®
商
擧
士
It
1
橘

揆
|:
於

て

佐

驰

博

士

の
 

後
か1

び
て
鈒
忭
論
の
講
座
が
擔
伍
せ
ら
れ
つ
、
ぁ
り
と
泾
ふ
0
戌
瓰 

に

『

銀
行
集
中
論』

か
酱
(1
し
銀
行
論
に
對
_す
5
逍
詣
の
镄
か
ら
ざ
る 

か
示
さ
れ
|;
る
が
> 
今
又
谣
师
の
藩
沓
に
有
益
な
る
骷
解
か
施
し
典
發 

锴
と
し
弋
之
4-
發
表
せ
ら
る
0
遛
师
の
信
認
の
摩
会
想
像
す
る
に
難
か 

、
ず
。
晋
人
は
殊
に
高
垣
氏
が
註
解
中
に
於
て
多
く
の
见
實
統
骷
か
別 

用
し
'て
木
文
中
に
於
け
る
所
說
か
論
說
す
る
>
;
4に
努
め
ふ
れ
?:
る

 ̂

欣
ぱ
ざ
る
各
得
ヤ

。':
'

. 
\ 

;

-,
:
< 

木

文

の

內

容1
1茧
り

て

は

晋

人

は

特

に

，仙

處

|-
紹
介
批
評
す
‘る
の
袈 

を
見
ず
o
'藍
し
佐
赃
博
士
の『

銀
行
論』

11
1
:|-
行
は
る
、
こ
と
冲
数
:¥ 

に
し
て
耽
|;
忠
郭
ぁ
る
か
以
て
众
リ
0
噍
一
言
法
湓
す
る
1-
値
す
る
こ 

と
|1
博
士
；の

0
*銀
行

論』

：
は

商

槳

銀

行

の

み

如

論

述

せ

る

も

の

に

し

.
て 

他

輝

の

銀

行

例_へ
It
中
央
銀
行
、
勸
業
銀
行
等
を
除
外
せ
る
の
一
祺
な 

ら
ん
か
o
又
木
嘴
に
は
'怨
尾
に
歐
米
の
參
锣
省
を
腿
せ
れ
リ
。
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